
新しいごみ処理施設
に関する市民説明会

平成27年10月18日（日）午後1時30分～

知多市勤労文化会館 やまももホール

西知多医療厚生組合 東海市 知多市
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新しいごみ処理施設について

(1)ごみ処理の広域化について

(2)建設候補地の選定について

(3)ごみ処理基本構想(素案)について

(4)環境影響評価(計画段階環境配慮書

の案)について

(5)意見の募集について
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(1)ごみ処理の広域化について

ごみ処理施設 東海市清掃センター 知多市清掃センター

所在地 東海市荒尾町奥山10番地の48 知多市北浜町11番地の4

処理能力

全連続燃焼式焼却炉
ストーカ式 160t/日 キルン式ガス化溶融炉

130t/日灰溶融処理施設
コークスベッド式 30t/日

破砕機
横型回転式破砕機
せん段式破砕機

低速破砕機
高速破砕機
切断機

竣 工 平成7年11月 平成15年8月
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ア 両市の現在の清掃センターについて

(1)ごみ処理の広域化について
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イ ごみ処理の広域化の必要性

両市の現在のごみ処理施設(清掃センター)が耐用年数を
迎える時期を見据え、平成３５年度に統合後の新しいごみ
処理施設の完成を目指して、西知多医療厚生組合で建設に
向けた業務を進めている。

ごみ処理施設の竣工年度(耐用年数を迎える予定時期)

東海市清掃センター 平成7年度竣工(平成27年度→平成36年度ごろ)
…大規模修繕(平成19～23年度)による施設の延命化を実施

知多市清掃センター 平成15年度竣工(平成35年度ごろ)

＜参考＞ごみ処理施設の一般的な耐用年数は約20年とされている。



(1)ごみ処理の広域化について
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ウ 広域化の歩み

平成10年度 愛知県ごみ焼却処理広域化計画の策定
（県内市町村を13ブロックに区割り）

平成16年度 知多北部地域ごみ処理広域化計画の策定
（東海市、大府市、知多市、豊明市、阿久比町、東浦町）

平成20年度 東部知多衛生組合（大府市、豊明市、阿久比町、東浦町）
が単独での施設更新を決定
第２次愛知県ごみ焼却処理広域化計画の策定

平成25年 5月 東海市及び知多市で統合に向けた覚書の締結

平成26年 2月 東海市及び知多市で統合事務の開始に向けた協定の締結

平成26年12月 西知多医療厚生組合において統合事務開始

(1)ごみ処理の広域化について
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循環型社会の形成の推進を目指すとともに、
市民が安心して暮らすことのできるまちとする
ため、環境の保全に配慮し、ごみの安全・安定
的な処理が可能な施設とします。

エ 新しいごみ処理施設の整備ビジョン

【コンセプト】
ア 長期間にわたる安全・安定的なごみ処理が可能で、

経費を低減できる施設
イ 災害時にごみ処理を継続して実施できる施設
ウ ごみの焼却により発生するエネルギーを効率良く

回収できる施設
エ 周辺の自然環境や生活環境に配慮した施設
オ 環境学習の場として活用できる施設



(1)ごみ処理の広域化について
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●これまでの取組内容
平成26年12月 西知多医療厚生組合において統合事務開始

新しいごみ処理施設の建設候補地の選定開始

平成27年 9月 両市による建設候補地等に関する合意書の締結
建設候補地の公表

10月 ごみ処理基本構想（素案）パブリックコメント手続
環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）縦覧等手続

●今後の取組内容（予定）

平成27年12月 環境影響評価（計画段階環境配慮書）の公表

平成28年 2月 ごみ処理基本構想の策定

平成28～31年度 環境影響評価（方法書、調査、準備書、評価書）

平成32～35年度 建設工事

平成36年度 稼働

オ 西知多医療厚生組合での取組内容

(2)建設候補地の選定について

平成26年12月に新しいごみ処理施設の整備ビジョンを定めるととも
に、建設候補地の選定に向けた抽出条件を整理し、両市による複数の
建設候補地の抽出を実施した。
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ア 建設候補地の抽出条件項目

【抽出条件】

ア 土地利用規制を踏まえ、建設可能な面積が確保できること。

イ 学校、病院、福祉施設、住宅地等から離れていること。

ウ 貴重な動植物等の環境保全に配慮できること。

エ 大地震等の災害への対策が可能であること。

オ 環境保全及び災害防止に関する法令等による建設への支障がないこと。



(2)建設候補地の選定について
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イ 建設候補地の選定の流れ

平成26年12月 ①抽出条件項目の整理

６箇所平成27年 3月 ②両市による建設候補地の抽出

６箇所 ⇒ ３箇所平成27年 5月 ③一次選定（簡易評価）

平成27年 9月 ④二次選定（詳細評価） ３箇所 ⇒ １箇所
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(2)建設候補地の選定について

ウ 二次選定結果（基本条件）

◎ ○ △

1
土地の

所有状況

構成市
又は組合
所有地

一部分が
民有地
である

大部分が
民有地
である

東海市所有及び
民有地

○ 知多市所有地 ◎ 組合所有地 ◎

2
土地利用

規制

(市街化

区域)

工業専用
地域

(市街化

区域)

工業地域

(市街化

調整区域)

農用地区域

ではない又

は農用地区

域からの除
外が可能

左記以外

(市街化

調整区域)

農用地区域では
ない

○
(市街化区域)

工業専用地域
◎

(市街化

調整区域)

農用地区域では
ない

○

知多市
清掃センター

敷地内

区
分

評価項目
評価基準 東海市

清掃センター敷地内
及びその周辺

基
本
条
件
（

２
０
点
）

評価　(◎･･･3、○･･･2、△･･･1） （　4　/　6　） （　6　/　6　） （　5　/　6　）

点数【満点20点】 13　点 20　点 17　点

知多市
組合衛生センター

敷地内
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(2)建設候補地の選定について

ウ 二次選定結果（社会面）

◎ ○ △

3

想定敷地
から半径
500m以内
の戸数

50戸未満
50～

100戸未
満

100戸
以上

約150戸 △ 0戸 ◎ 約130戸 △

4
主な搬入
出道路の
車線数

４車線
道路

２車線
道路

１車線
道路

市道名和荒尾線
(2車線)

県道長草東海線
(2車線)

○
市道北浜金沢線

(4車線)
◎

主要地方道知多
東浦線(2車線)

○

5

主な搬入
出道路の
歩道設置
の現況

両側歩道 片側歩道 歩道なし 片側歩道 ○ 歩道なし △ 両側歩道 ◎

知多市
清掃センター

敷地内

区
分

評価項目
評価基準 東海市

清掃センター敷地内
及びその周辺

評価　(◎･･･3、○･･･2、△･･･1） （　5　/　9　） （　7　/　9　） （　6　/　9　）

点数【満点30点】 17　点 23　点 20　点

知多市
組合衛生センター

敷地内

社
会
面
（

３
０
点
）
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(2)建設候補地の選定について

ウ 二次選定結果（自然面）

◎ ○ △

6

災害への
対策の
必要数
(津波、
液状化、
高潮、
急傾斜
地、
砂防)

該当なし
又は

１つ該当

２～３つ
該当

４つ以上
該当

１つ該当
（砂防） ◎

２つ該当
（液状化、

高潮）
○

２つ該当
（急傾斜地、

砂防）
○

7

想定敷地
から半径
500m以内
の自然状
況(緑地
等面積)
の割合

50%未満
50～70%
未満

70%以上 約90％ △ 約30％ ◎ 約80％ △

知多市
清掃センター

敷地内

区
分

評価項目
評価基準 東海市

清掃センター敷地内
及びその周辺

知多市
組合衛生センター

敷地内

自
然
面
（

２
０
点
）

評価　(◎･･･3、○･･･2、△･･･1） （　4　/　6　） （　5　/　6　） （　3　/　6　）

点数【満点20点】 13　点 17　点 10　点
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(2)建設候補地の選定について

ウ 二次選定結果（経済面）

◎ ○ △

8

組合によ
る建設用
地の想定
取得費

5億円
未満

5～10億
円未満

10億円
以上

約12億円 △ 約6億円 ○
組合所有の
ため、取得の
必要なし

◎

9
収集運搬
経費の想
定増加率

25%未満
25～50%
未満

50%以上 約70％ △ 約5％ ◎ 約35％ ○

10

インフラ
の整備
状況

(鉄塔必
要想定

数、使用
可能な水
道種類)

鉄塔必要想定数
２基

使用可能な
水道種類
上水道

○

鉄塔必要想定数
１基

使用可能な
水道種類

工業用水道、
上水道

◎

鉄塔必要想定数
５基

使用可能な
水道種類
上水道

△

知多市
清掃センター

敷地内

区
分

評価項目
評価基準 東海市

清掃センター敷地内
及びその周辺

（　8　/　9　） （　6　/　9　）

点数【満点30点】 13　点 27　点 20　点

経
済
面
（

３
０
点
）

相対評価

評価　(◎･･･3、○･･･2、△･･･1） （　4　/　9　）

知多市
組合衛生センター

敷地内
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(2)建設候補地の選定について

ウ 二次選定結果（全体）

1 土地の所有状況 ○ ◎ ◎

2 土地利用規制 ○ ◎ ○

3 想定敷地から半径500m以内の戸数 △ ◎ △

4 主な搬入出道路の車線数 ○ ◎ ○

5 主な搬入出道路の歩道設置の現況 ○ △ ◎

6
災害への対策の必要数
(津波、液状化、高潮、

急傾斜地、砂防)
◎ ○ ○

7
想定敷地から半径500m以内の
自然状況(緑地等面積)の割合

△ ◎ △

8 組合による建設用地の想定取得費 △ ○ ◎

9 収集運搬経費の想定増加率 △ ◎ ○

10
インフラの整備状況
(鉄塔必要想定数、

使用可能な水道種類)
○ ◎ △

56 点 87 点 67 点

区分 評価項目

合計点数

経済面

自然面

社会面

基本
条件

知多市
清掃センター

敷地内

東海市
清掃センター敷地内

及びその周辺

知多市
組合衛生センター

敷地内
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(2)建設候補地の選定について

エ 両市の建設候補地等に関する合意内容

●建設候補地

現知多市清掃センター敷地内
（知多市北浜町１１番地の４ほか）

●ごみ処理施設の稼働により発生するエネルギーの活用

ごみ処理施設の稼働により発生するエネルギーを活用し
て、市民の健康づくり、健康寿命の延伸及び福祉の増進を
目的とする温水プール等の健康増進施設を、両市民の利便
性を考慮し、現知多市営海浜プール敷地内（知多市緑町１
０番地ほか）に両市が共同して建設する。
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(2)建設候補地の選定について

オ 建設候補地の位置図

建設候補地
現知多市清掃センター

現東海市清掃センター

西知多医療厚生組合
衛生センター
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

【ごみ処理基本構想の位置づけ】

新たなごみ処理施設の建設に当たり、ごみ処理に関する
基本方針、減量目標や処理体制、施設整備の方向性等を示
すものである。

ごみ処理基本構想

ごみ処理基本計画 施設整備基本計画
両市で⾒直し 組合で策定

反映反映

・分別等処理体制
・減量⽬標
・減量化施策

など

・施設計画、配置計画
・環境配慮事項
・運営⼿法

など

体
制

施
設

・ごみ処理の基本⽅針
・減量⽬標、施策の⽅向性
・処理体制や施設整備の⽅向性 など

18

(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第1章 ごみ処理の現状と課題

１ ごみの減量化

・平成19年度以降、ごみの減量化は進んでいるものの、国の目標値
(循環型社会形成推進基本計画)の減量目標達成は困難な状況である。

・ごみ及び資源の処理には、多額の費用を要している。

２ 資源回収の推進

・資源回収量は、県内平均及び全国平均を下回っている。

３ 市民(地域・家庭)・事業者・行政の積極的な関わり

・市民(地域・家庭)・事業者・行政が相互に積極的に働きかけ、
社会全体で取り組んでいくことが重要である。

４ 災害廃棄物処理の必要性

・災害発生後もごみ処理が継続できる体制を事前に検討すること
が必要である。
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第1章 ごみ処理の現状と課題

※国の目標値(循環型社会形成推進基本計画)
平成12年度実績に対して平成32年度25%削減

１人１日当たりのごみ排出量の推移(両市平均)

816 822 847 832 830 827 843 826 808 775 751 740 734 716 699

293 294 291 278 278 278 278 265 253 218 209 196 193 195 191

1,109
1,116

1,138
1,110

1,108
1,105

1,121
1,091

1,061
993 960 936 927 911 890

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

(g/人･日）

家庭系ごみ（資源回収含む） 事業系ごみ（産業廃棄物除く）

国の

目標値(H32)

832
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第2章 ごみ処理の基本方針

基本方針１：協働による循環型社会の形成

基本方針２：安全で衛生的なごみ処理の継続

基本方針３：災害に対応できるごみ処理体制の構築
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第3章 減量化及び資源化方策の方向性

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 H32 H34 H36 H38 H40 H42

(g/人・日)

(年度)
家庭系ごみ（資源回収含む） 事業系ごみ（産業廃棄物除く） 目標値

国の目標値：832

実績⇔予測

832 820 803
890

減量目標Ｈ３２年度 ごみ排出量 ８３２ｇ

減量目標Ｈ３６年度 ごみ排出量 ８２０ｇ

目標を達成する場合の１人１日当たりのごみ排出量の推移(両市平均)
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第3章 減量化及び資源化方策の方向性

循環型社会

生産

消費・
使用

廃棄

処理
（ごみ処理施設での
再⽣・焼却等）

最終処分
（埋め⽴て）

天然資源

（製造・流通）

発生抑制（リデュース）

「不要」になるもの自体
の発生量を減らす

優先順位①

再使用（リユース）

まだ使えそうなものを
くり返し使う

優先順位②

再生利用（リサイクル）

使い終わったものはもう
一度資源に戻す

優先順位③

熱回収
焼却等で発生するエネルギー

を有効活用する

優先順位④

適正処分
最後に残ったもの

を適正に処分

優先順位⑤

容器包装等資源の
分別を徹底

不要なものを買わない
使い切る
水切り・乾燥の実施

施設での
発電・熱利用

裏紙の使用
修理による長期使用

循環型社会の形成の考え方(優先順位)
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第3章 減量化及び資源化方策の方向性

ごみ処理を⾏う⽴場として、広報啓発等により、市
⺠・事業者の取組を⽀援するとともに、適正処理を
実施する

⽣産者、販売者、排出者等
の複数の⽴場として、環境
に配慮した活動や⾏動を実
施する

排出者の⽴場として、発
⽣抑制・資源化等の取組
（環境学習、啓発等）を
実施する

⾏政

事業者
⽣産・製造・販売

適正排出
啓発
環境活動・⾏動への
理解・協⼒

適正排出
啓発
環境学習
活動・⾏動⽀援

環境活動・⾏動のＰＲ

環境活動・⾏動への
理解・協⼒

市⺠
（地域・家庭）

市民(地域・家庭)・事業者・行政の役割
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第3章 減量化及び資源化方策の方向性

項目 方策 市民 事業者 行政

家庭系ごみ

発生抑制・資源化

・ごみ処理手数料の見直し

（指定袋制度、有料化等）

・排出方法の見直し

（生ごみの水切り、草木類の乾燥等）

・収集方法の見直し

・分別の見直し、徹底

・資源の地域回収、集団回収の活性化

・民間資源回収との協力

・環境に配慮した製品の積極的な利用

・再使用の促進

・堆肥化等の促進

○

◎

○

◎

◎

○

◎

◎

◎

―

―

―

○

○

○

○

○

―

◎

○

◎

◎

○

◎

○

○

○

事業系ごみ

発生抑制・資源化

・ごみ処理手数料の見直し

・多量排出事業者の減量化推進

・資源化の推進（紙類、剪定枝等）

―

―

○

○

◎

◎

◎

○

○

環境学習 ・学校教育との連携、充実

・地域活動、市民活動との連携、充実

・環境学習事業の充実

○

◎

○

○

○

○

◎

◎

◎

広報啓発 ・環境関連の情報提供（広報、ＨＰ等）

・転入者や若年層向けの情報提供

・イベント、キャンペーン

○

○

○

◎

○

○

◎

◎

◎

減量化及び資源化方策と市民（地域・家庭）・事業者・行政の役割
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第3章 減量化及び資源化方策の方向性

取組例

市民（地域・家庭） 事業者 行政

・家庭での水切りの実施
・食べ残しの削減
・講座、体験会等への参加
・地域での講座、体験会の開
催

・家庭での実践
・自治会、子供会等における
情報共有

・コミュニティにおける情報
提供、共有

・食品リサイクルの推進
・食品ロス削減のため量り
売り

・消費者への情報提供
・市民（消費者）向けの見
学会、体験会等の実施

・地域及び行政による講座、
体験会等への参加、協力

・事業所内でのごみに関す
る啓発の実施

・生ごみ減量啓発冊子の作成
・食品リサイクルの方法、資源化事
業者の紹介

・施設見学会の実施
・ごみ減量及び分別の体験会の実施
・子供向け、大人向けのパンフレッ
ト等の作成

・アプリ等の新たな情報提供ツール
の活用

・地域や事業所での啓発活動の支援

長野県松本市…残さず食べよう！30・10運動
京都府京都市…生ごみ３キリ運動

先進事例
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第3章 減量化及び資源化方策の方向性

長野県松本市…残さず食べよう！30・10運動先進事例

出典：松本市における⾷品ロス削減の取組
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第3章 減量化及び資源化方策の方向性

長野県松本市…残さず食べよう！30・10運動先進事例

出典：松本市における⾷品ロス削減の取組

モデル店舗の取組と効果
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第3章 減量化及び資源化方策の方向性

京都府京都市…生ごみ３キリ運動先進事例

出典：京都市 京都 ⽣ごみスッキリ情報館

1.出かける前の冷蔵庫チェックを忘れずに
2.献⽴を考えて、使うものだけを買い物かごへ
3.野菜・果物を正しく保存、⾁・⿂の余りは
「⼩分け」して冷凍！

1.せっかくのお料理、できるだけ残さず
おいしく⾷べましょう

2.残り物は、冷蔵か冷凍保存して、忘れずに
⾷べましょう

3.残り物アレンジレシピも試してみて！
4.「賞味期限切れ」＝「捨てなきゃ」ではありません！

1.ベチャベチャで重いし、臭うし、燃えにくい！
とにかく⽔分をカット

2.まず濡らさない。そしてひと絞。さらに乾燥！



29

(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第4章 ごみ処理体制の方向性

ごみ排出量－資源＝焼却量（可燃ごみの処理規模算出根拠）

ごみ排出量 資源 焼却量
（出展）経済産業省：ごみイラスト素材集

１人１日当たり焼却量 × 想定人口

÷（想定稼働日数÷年間日数）÷ 調整稼働率 ＝ 185t/日

想定稼働日数：280日 調整稼働率：0.96

想定人口：平成36年度（施設稼働年度）の想定人口

ごみ処理施設の処理規模
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第4章 ごみ処理体制の方向性

○東日本大震災における災害廃棄物の処理

東日本大震災における岩手県、宮城県の災害廃棄物の処理の実績を整理

【岩手県、宮城県における災害廃棄物の処理の実績】出典：環境省

・仮設焼却炉での可燃物の焼却処理 ･･･約75%
・可燃物・木くずの焼却の広域処理の割合･･･ 12%(民間を含む)

○災害廃棄物の処理の方向性

仮設焼却炉での処理可能量を75%、広域処理の割合を10%と想定し、
災害廃棄物発生量の15%を3年間で処理できる規模を処理規模に加える。

65,917t × 15％ ÷ 3年 ÷ 280日 ＝ 11.8t/日
≒ 12t/日

ごみ処理施設の処理規模
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第4章 ごみ処理体制の方向性
ごみ処理施設の処理規模

１８５ｔ/日 ＋ １２ｔ/日 ⇒ 概ね ２００ｔ/日

将来の想定人口や
減量目標達成時の可燃ごみ量等から必要な処理規模

災害廃棄物の処理に
必要と想定される処理規模

新しいごみ処理施設の処理規模
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第4章 ごみ処理体制の方向性
ごみ処理施設の処理方式

処理方式 概 要 信頼性 経済性
ｴﾈﾙｷﾞｰ
効率

焼却

ストーカ式
可燃ごみを酸素のある状況で燃焼させ焼却灰
とする方式

○ ○ ○

流動床式 △ ○ ○

キルン式 － － －

溶融

分離型
流動床式 可燃ごみを高温で蒸し焼きにし、発生した熱

分解性ガス（可燃性ガス）を使い、残った熱
分解性残さを溶融する方式

○ ○ ○

キルン式 △ △ －

一体型
シャフト
炉式

可燃ごみとコークス等を混合し、高温での熱
分解と溶融を一体で行う方式 ○ ○ ○

燃料
化

炭化
可燃ごみを高温で蒸し焼きにし、熱分解性ガ
ス（可燃性ガス）と熱分解性残さ（炭化物）
を回収する方式

△ － －

バイオガス化
＋焼却

有機性廃棄物を発酵させ、バイオガスを生成
回収する方式。焼却施設との組合せが必要 △ △ ○

固形燃料化
（RDF）

可燃ごみを乾燥圧縮成形して燃料とする方式 － － －

その
他

堆肥化＋焼却
有機性廃棄物から堆肥を生成回収する方式
家庭での分別及び焼却施設との組合せが必要 － － －
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第4章 ごみ処理体制の方向性
エネルギーの利用方策

ごみ処理過程で発生するエネルギーを効率良く回収し、
可能な限り有効に利用する。

今後、エネルギー供給拠点としての活用も視野に入れ検
討を進める。

エネルギー種別 利用先 メリット デメリット

電気

公共施設

・距離に関係なく施設に送
電でき、電気供給による施
設運営費の削減が可能

・熱、蒸気から電気に変換
する際の損失あり

売電
・売電による収入が確保さ
れ、ごみ処理に係る費用の
低減が可能

・熱、蒸気から電気に変換
する際の損失あり

熱、蒸気 公共施設

・発電に比べて熱、蒸気の
有効利用が可能
・熱、蒸気供給による施設
運営費の削減が可能

・施設までの距離に比例し
た損失あり
・熱、蒸気の輸送設備費が
必要
・発電量の減
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(3)ごみ処理基本構想（素案）について

第4章 ごみ処理体制の方向性
事業方式

今後、施設整備基本計画の中で、経済性も含めた、
より良い事業方式を選定するため、従来の公設公営の
みでなく、民間活力を利用した事業方式も含めた検討
を行っていく。

事業方式 概 要 公共の関与
事業全体の
経費抑制

公設公営

公共が資金を調達し、自ら詳細な仕様
を決めて建設し、維持管理や運営も公
共が行う方式

大

小

小

大

公設民営

公共が資金を調達し、民間事業者が設
計、建設、維持管理・運営を一括して
請負い、施設の所有は公共が行う方式

民設民営

民間事業者が資金を調達し、施設建設、
維持管理、運営を一括して行う方式
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

はじめに

＜環境影響評価制度＞
環境影響の程度が著しいものとなるおそれがある事

業(対象事業)について、その事業を行うことによって
環境にどのような影響を及ぼすかについて、あらかじ
め事業者自らが調査、予測及び評価を行い、その結果
を公表して県民のみなさま、知事、市町村長などから
意見を聴き、それらの意見を踏まえて環境の保全の見
地からより望ましい事業計画にしていく制度

組合で実施するごみ処理施設の整備事業が対象事業に該当

環境影響評価を実施

⇒
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

1 対象事業の概要

●対象事業の名称
西知多医療厚生組合ごみ処理施設（仮称）整備事業

●対象事業の目的
・東海市及び知多市の現有施設の耐用年数を見据え、

平成35年度の完成を目指す。
・環境にやさしい循環型社会の形成の一層の推進を図る。
・効率的な施設運営による経費削減を図る。

●対象事業の規模
処理能力：200t/日

●対象事業実施想定区域の位置
位置：知多市北浜町11番地の4及び11番地の18

（現知多市清掃センター敷地内）
面積：約32,996m2
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

1 対象事業の概要

●主な環境配慮事項

＜工事実施時＞

□排水対策 □工事用資材等運搬車両の対策

□建設機械の対策 □廃棄物等の対策

＜存在・供用時＞

□排水対策 □排ガス対策

□施設の騒音、振動、悪臭対策

□景観への配慮 □廃棄物運搬車両の対策

□エネルギー等の有効利用

□環境啓発
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

1 対象事業の概要

●工事計画の概要
事業工程は、建設工事のための準備工事、ごみ処理施設

建設工事及び試運転である。
工事中でも既存施設へのごみの搬入は継続するため、準

備工事として工事用道路を設置し、仮設管理棟の設置及び
既設管理棟の撤去等を行い、新施設を建設する予定である。

準備工事  仮設物等設置及び既設物撤去

 土建工事（造成工事含む）

 プラント工事（設備工事含む）

　    試運転

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　年　次
　工　程

1年次
（H32）

2年次
（H33）

3年次
（H34）

4年次
（H35）

ごみ処理施設
建設工事
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

1 対象事業の概要

●複数案の設定
事業の位置、規模及び配置は複数案の設定が困難であった

ことから、煙突の高さを２案設定した。

Ａ案：５９ｍ
東海市及び知多市の現有施設と同一の高さとする案

Ｂ案：８０ｍ
他自治体の建設事例及び検討事例を参考に、
既存施設の煙突の高さを約２０ｍ延長した高さとする案

40

(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

2 計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の結果

●計画段階配慮事項の選定

・主に駐車スペース等である場所に建設するため、大規模な
地形改変を伴わない工事計画を予定していること

・事業実施想定区域は病院、学校、住宅等から離れており、
工事の実施による影響は想定されないこと

大気質…新施設の稼働に伴い発生する排出ガス中に
含まれる物質等により、周辺環境への影響が

重大となるおそれがある

景 観…周辺には不特定多数の人が利用する施設等
があり、新施設の存在により景観に変化が
生じるおそれがある
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

2 計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の結果

●大気質の現況(東海市及び知多市の大気汚染測定局)
二酸化硫黄 0.002～0.006 ppm
二酸化窒素 0.010～0.017 ppm
浮遊粒子状物質 0.018～0.028 mg/m3

ダイオキシン類 0.024～0.031 pg-TEQ/m3

物質

測定局

年平均値（平成26年度）

二酸化硫黄
（ppm）

二酸化窒素
（ppm）

浮遊粒子状物質
（mg/m3）

ダイオキシン類
（pg-TEQ/m3）

東海市

横須賀小学校 0.002 0.017 0.028 －

市役所 0.002 0.015 0.018 0.024

加木屋小学校 0.002 0.015 0.022 －

知多市

緑町 0.006 0.016 0.020 －

八幡東 0.004 0.013 0.021 0.031

岡田 0.005 0.010 0.021 －
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

2 計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の結果

●大気質の予測結果(二酸化硫黄)
＜処理能力200t/日の新施設が1年間稼働した場合＞

最大着地濃度出現距離
Ａ案：59 m ⇒ 990 m
Ｂ案：80 m ⇒ 1130 m

寄与濃度(年平均値)
Ａ案：59 m ⇒ 0.000016 ppm
Ｂ案：80 m ⇒ 0.000011 ppm

予測項目 煙突高さ案 現況の濃度 寄与濃度
（年平均値）

最大着地濃度
出現距離

二酸化硫黄
Ａ案：59ｍ H26緑町

0.006 ppm

0.000016 ppm 990ｍ

Ｂ案：80ｍ 0.000011 ppm 1,130ｍ

どちらの案も環境影響の程度は小さい
(現況の濃度を変化させる程度ではない)
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

2 計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の結果

●大気質の予測結果
(二酸化窒素、浮遊粒子状物質、ダイオキシン類)

二酸化硫黄と同様に、どちらの案も環境影響の程度は小さい

煙突高さ案 現況の濃度 寄与濃度
（年平均値）

最大着地濃度
出現距離

二酸化窒素
Ａ案：59ｍ

H26緑町
0.016 ppm

0.000024 ppm 990ｍ

Ｂ案：80ｍ 0.000016 ppm 1,130ｍ

浮遊粒子状物質
Ａ案：59ｍ

H26緑町
0.020 mg/m3

0.000016 mg/m3 990ｍ

Ｂ案：80ｍ 0.000011 mg/m3 1,130ｍ

ダイオキシン類
Ａ案：59ｍ

H26八幡東
0.031 pgｰTEQ/m3

0.00008 pg-TEQ/m3 990ｍ

Ｂ案：80ｍ 0.00005 pg-TEQ/m3 1,130ｍ
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

2 計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の結果

●大気質の評価結果

すべての予測項目で、いずれの案も最大着地濃度地点の将来
濃度は同程度の結果で、環境基準値を下回る。

予測項目 煙突高さ案

最大着地濃度地点の
将来濃度

（年平均値）
(現況の濃度＋寄与濃度)

日平均値の
2％除外値

または
年間98％値

環境基準

二酸化硫黄
（ppm）

Ａ案：59ｍ 0.006 0.011
１時間値の１日平均値が
0.04以下Ｂ案：80ｍ 0.006 0.011

二酸化窒素
（ppm）

Ａ案：59ｍ 0.016 0.035 １時間値の１日平均値が
0.04から0.06までの
ゾーン内又はそれ以下Ｂ案：80ｍ 0.016 0.035

浮遊粒子状物質
（mg/m3）

Ａ案：59ｍ 0.020 0.050
１時間値の１日平均値が
0.10以下Ｂ案：80ｍ 0.020 0.050

ダイオキシン類
（pg-TEQ/m3）

Ａ案：59ｍ 0.031 －
年平均値が0.6以下

Ｂ案：80ｍ 0.031 －
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

2 計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の結果

●景観の現況

・事業実施想定区域を
見渡すことができる

・不特定多数の人が
利用すると考えられる

知多運動公園

寺 本 跨 線 橋
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

2 計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の結果

●景観の現況(知多運動公園)
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

2 計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の結果

●景観の現況(寺本跨線橋)
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

2 計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の結果

●景観の予測結果

知多運動公園からの仰角
既存施設：59ｍ ⇒ 7.1°

Ａ案 ：59ｍ ⇒ 7.1°
Ｂ案 ：80ｍ ⇒ 9.6°

⇒ Ａ案に比べてＢ案では
圧迫感を感じるようになる

寺本跨線橋からの仰角
既存施設：59ｍ ⇒ 2.6°

Ａ案 ：59ｍ ⇒ 2.6°
Ｂ案 ：80ｍ ⇒ 3.7°

⇒ いずれの案も圧迫感を受けない
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

2 計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の結果

●景観の評価結果

＜知多運動公園からの眺望＞
・Ａ案(59ｍ)に比べてＢ案(80ｍ)では圧迫感を感じる

※付近には高さ200ｍの煙突があるため、煙突が高く
なることによる違和感は少ない

＜寺本跨線橋からの眺望＞
・事業実施想定区域までの視界の中に、

煙突より高い鉄塔などがあるため、
煙突が高くなることによる違和感はほとんどない
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

2 計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の結果

●総合評価

＜大気質＞
・いずれの案の寄与濃度も現況の濃度を変化させる

程度ではなく、複数案による影響の違いもほとんどない

＜景観＞
・いずれの案も重大な環境影響を及ぼすことはない
・眺望点によっては、Ａ案(59ｍ)に比べてＢ案(80ｍ)で

圧迫感を感じるようになる
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(4)環境影響評価（計画段階環境配慮書の案）について

参考(環境影響評価の手続)
 

審査会
意見

知事 市町村長県民等

意見書

事業者

配慮書の案

公表

意見聴取

市町村長意見

知事意見

環境影響評価方法書

環境影響評価準備書

配慮書

公表

事業の実施

（
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
検
討

）

環境影響評価書

現況調査
予測・評価

公　表

環
境
影
響
評
価
手
続
の
流
れ

現在はこの段階です
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(5)意見の募集について
ごみ処理基本構想(素案)及び計画段階環境配慮書の案

●資料公表及び縦覧期間
平成27年10月7日(水)～11月6日(金)
午前8時30分～午後5時15分(土・日・祝日を除く)

●資料公表及び縦覧場所
組合衛生センター、東海市役所生活環境課、
東海市清掃センター、知多市役所環境政策課、
知多市ごみ対策課(清掃センター内)、
ホームページ(組合、東海市及び知多市)

●意見提出期限
平成27年11月10日(火) 郵送の場合は当日の消印有効

●意見提出方法
窓口：西知多医療厚生組合ごみ処理施設建設課
郵便：〒478-0006 知多市三反田3丁目1-2
FAX ：0562-33-7207
Eﾒｰﾙ：gomishori@nishichita-aichi.or.jp


